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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結
累計期間

第70期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （千円） 11,958,758 20,099,935 32,191,705

経常利益又は経常損失（△） （千円） △480,850 3,055,011 2,921,441

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △282,595 1,994,457 1,915,671

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △277,326 2,044,435 1,972,660

純資産額 （千円） 18,106,715 21,437,975 20,356,701

総資産額 （千円） 23,036,361 28,511,670 27,470,433

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） △9.08 64.09 61.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 78.6 75.2 74.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 953,421 2,180,158 4,293,461

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △251,442 △302,324 △526,871

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,055,048 △1,055,268 △1,176,209

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,959,858 10,743,838 9,912,584

 

回次
第70期
第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年７月１日
至2021年９月30日

自2022年７月１日
至2022年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） △2.92 37.13

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　しておりません。

２．第71期第２四半期連結累計期間及び第70期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。第70期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

寿スピリッツ株式会社(E00387)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（連結の範囲又

は持分法適用の範囲の変更）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、７月中旬から８月にかけて新型コロナ

ウイルス感染症の陽性者数の再拡大があったものの、３年ぶりに行動制限のないゴールデンウイークや夏季シーズ

ンを迎え、人流は総じて回復基調となり、持ち直しの兆しも見られました。一方、新型コロナウイルス感染症に対

する潜在的な不安に加え、原材料価格やエネルギー価格の高騰による物価上昇などにより、消費マインドの冷え込

みが懸念されるなど、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、日本中の人々の幸福と日本経済復活に貢献すべく、2022年経営スローガ

ン「全日本リバイバル宣言」を掲げ、「プレミアム・ギフトスイーツ」の更なる美味しさの追求と品質の向上に拘

り、売場徹底拡大、販売力徹底強化、年間イベント対策による需要喚起、インバウンド復活に向けた準備などの重

点施策を推進いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は20,099百万円（前年同期比68.1％増）、営業利益は2,830百万

円（前年同期は営業損失1,418百万円）、経常利益は3,055百万円（前年同期は経常損失480百万円）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は1,994百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失282百万円）となりまし

た。

 

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

 

①　シュクレイ

　シュクレイは、更なるブランド認知度の向上に向け、主力商品対策に注力するとともに、新商品及び限定商品の

発売や季節イベント対策の強化、期間限定出店の推進などに取り組みました。出退店では、４月に阪神梅田本店に

“チーズ with ハニー”をコンセプトにしたスイーツを展開する新ブランド「ＤＲＯＯＬＹ（ドローリー）」を、

９月にあべのハルカス近鉄本店に「ザ・マスターbyバターバトラー」を出店するなど、計４店の出店及び２店の退

店を行いました。その結果、売上高は8,002百万円（前年同期比88.0％増）、営業利益は1,223百万円（前年同期は

営業損失402百万円）となりました。

②　ケイシイシイ

　「ルタオ」ブランドを擁するケイシイシイは、道内店舗では、ルタオ周年祭の開催や店舗限定スイーツの発売な

どによる集客力の強化に努めました。道外店舗では首都圏で展開している「ＰＩＳＴＡ＆ＴＯＫＹＯ（ピスタアン

ドトーキョー）」、「Now on Cheese♪ （ナウオンチーズ）」、「岡田謹製あんバタ屋」において、主力商品対策

の強化、限定商品の発売及び期間限定出店などに取り組みました。通信販売では、季節イベント対策の強化に注力

し、また、自社ＥＣでは、名前や住所を知らない相手にも気軽にギフトを送れる新サービス「ルタオeギフト」を

導入し、お客様の利便性の向上を図りました。その結果、売上高は5,535百万円（前年同期比34.8％増）となり、

営業利益は450百万円（前年同期は営業損失274百万円）となりました。

③　寿製菓・但馬寿

　寿製菓・但馬寿は、旅行土産需要の回復に備え、代理店及びグループ会社と連携強化を図り、新商品開発などに

注力いたしました。また、山陰地区では、主力商品「因幡の白うさぎ」の対策強化、「お菓子の壽城」ではイベン

ト開催などによる集客力の強化に努めました。新規事業では、沖縄・国際通りにパインスイーツ専門店「newＱ

（ニューキュー）」を出店するなど新たな販路開拓に取組みました。その結果、売上高は4,390百万円（前年同期

比82.3％増）、営業利益は628百万円（前年同期は営業損失316百万円）となりました。

④　販売子会社

　販売子会社は、交通拠点チャネルを重点に、主力商品対策の強化などに注力いたしました。エリア別では、関西

地区で新商品「大阪はちみつクワトロフォルマッジ」及び本家佳長「八坂圓堂監修京野菜てんぷらせんべい」の発

売による売場獲得に注力し、岡山地区では新商品「天使の恋 白桃のチーズケーキ」を、東海地区では新商品「小

倉トーストチーズケーキ」など自家需要対策として、冷凍ケーキの拡販にも取り組みました。その結果、売上高は

2,289百万円（前年同期比101.1％増）、営業利益は132百万円（前年同期は営業損失191百万円）となりました。

⑤　九十九島グループ

　九十九島グループは、長崎及び福岡地区において主力商品「九十九島せんぺい」の対策強化、40周年を迎えた赤

い風船「はなかご」のリニューアルによる販売強化などに注力いたしました。また、フレンチトースト専門店「ア

イボリッシュ」では、「フレンチトーストフィナンシェ」などのギフト商品による期間限定出店を推進いたしまし

た。その結果、売上高は1,847百万円（前年同期比77.0％増）、営業損失は１百万円（前年同期は営業損失392百万

円）となりました。
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⑥　その他

　その他は、損害保険代理業、健康食品事業、海外（台湾）における菓子事業が含まれております。売上高は325

百万円（前年同期比48.7％増）となり、営業利益は35百万円（前年同期比850.0％増）となりました。
 
(2）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、28,511百万円となり前連結会計年度末と比べ1,041百万円増加

いたしました。

　主な要因は、現金及び預金の増加（831百万円）、商品及び製品の増加（399百万円）、流動資産におけるその他

の増加（159百万円）、受取手形及び売掛金の減少（154百万円）、機械装置及び運搬具（純額）の減少（140百万

円）などによるものです。

　負債は、7,073百万円となり前連結会計年度末と比べ40百万円減少いたしました。

　主な要因は、未払金の減少（271百万円）、長期借入金の減少（119百万円）、未払法人税等の増加（137百万

円）などによるものです。

　純資産は、21,437百万円となり前連結会計年度末と比べ1,081百万円増加いたしました。

　主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による増加（1,994百万円）、配当金の支払いによる減少

（933百万円）などによるものです。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.1ポイント増加し

75.2％となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比

べ831百万円増加し、10,743百万円（前期末比8.4％増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、2,180百万円（前年同期比128.7%増）となりました。

　主な要因は、税金等調整前四半期純利益3,051百万円、非資金項目であります減価償却費551百万円の増加要因が

あった一方、法人税等の支払額が△904百万円、棚卸資産の増減額が△489百万円となったことなどによる減少要因

によります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、302百万円（前年同期比20.2％増）となりました。

　主な要因は、有形固定資産の取得による支出が262百万円となったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、1,055百万円（前年同期比0.0％増）となりました。

　主な要因は、配当金の支払額933百万円、長期借入金の返済による支出119百万円などの減少要因によります。
 
(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、27,677千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(7）従業員数

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい増減はありません。

 

(8）生産、受注及び販売の状況

　当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染による行動制限措置が緩和及び撤廃され、人流が

回復基調で推移したことにより、生産実績及び販売実績が著しく増加いたしました。セグメント別の生産実績は

シュクレイが6,548百万円（前年同期比121.8％増）、ケイシイシイが4,388百万円（前年同期比31.5％増）、寿製

菓・但馬寿が4,923百万円（前年同期比87.6％増）、九十九島グループが2,038百万円（前年同期比87.5％増）であ

ります。

　なお、販売実績については「（１）経営成績の状況」をご参照ください。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 91,200,000

計 91,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,121,520 31,121,520
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数100株

計 31,121,520 31,121,520 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
 （株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 31,121,520 － 1,217,800 － 550,269
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

エスカワゴエ株式会社 東京都港区麻布台３-５-３-2902 9,100 29.24

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２-11-３ 3,284 10.56

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海１-８-12 1,846 5.93

株式会社山陰合同銀行 島根県松江市魚町10 900 2.89

とりぎんリース株式会社 鳥取県鳥取市扇町９-２ 706 2.27

ＳＳＢＴＣ　ＣＬＩＥＮＴ　

ＯＭＮＩＢＵＳ　ＡＣＣＯＵ

ＮＴ（常任代理人　香港上海

銀行東京支店）

ＯＮＥ　ＬＩＮＣＯＬＮ　ＳＴＲＥＥ

Ｔ，　ＢＯＳＴＯＮ　ＭＡ　ＵＳＡ　０２

１１１（東京都中央区日本橋３-11-１）

655 2.11

寿スピリッツ従業員持株会 鳥取県米子市旗ヶ崎2028寿製菓㈱内 576 1.85

ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴ　Ｏ

Ｆ　ＮＯＲＷＡＹ（常任代理

人　シティバンク、エヌ・エ

イ東京支店）

ＢＡＮＫＰＬＡＳＳＥＮ　２，　０１０

７　ＯＳＬＯ　１　ＯＳＬＯ　　０１０

７　ＮＯ

（東京都新宿区新宿６丁目２７番３０号）

517 1.66

ＢＢＨ　ＦＯＲ　ＭＡＴＴＨ

ＥＷＳ　ＡＳＩＡ　ＤＩＶＩ

ＤＥＮＤ　ＦＵＮＤ（常任代

理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀

行）

４　ＥＭＢＡＲＣＡＤＥＲＯ　ＣＴＲ　Ｓ

ＴＥ　５５０　ＳＡＮ　ＦＲＡＮＣＩＳＣ

Ｏ　ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡ　ＺＩＰ　ＣＯ

ＤＥ：　９４１１１（東京都千代田区丸の

内２丁目７－１）

510 1.64

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２-10-17 360 1.16

福山通運株式会社 広島県福山市東深津町４-20-１ 360 1.16

計 － 18,817 60.47

 
 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 31,111,900 311,119 －

単元未満株式 普通株式 7,420 － －

発行済株式総数  31,121,520 － －

総株主の議決権  － 311,119 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が18,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数180個が含まれております。
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②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

寿スピリッツ株式会社
鳥取県米子市旗ヶ崎

２０２８番地
2,200 － 2,200 0.01

計 － 2,200 － 2,200 0.01
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動
 

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役

グループ経営管理本部長

常務取締役

経営企画部長兼管理部長
松本　真司 2022年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,912,584 10,743,838

受取手形及び売掛金 3,767,856 3,613,098

商品及び製品 1,416,694 1,816,162

仕掛品 37,905 51,971

原材料及び貯蔵品 540,832 618,524

その他 128,925 288,461

貸倒引当金 △299 △336

流動資産合計 15,804,497 17,131,718

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,006,807 3,893,505

機械装置及び運搬具（純額） 2,031,524 1,891,508

工具、器具及び備品（純額） 296,244 285,900

土地 2,855,362 2,855,157

リース資産（純額） 8,144 6,922

建設仮勘定 9,471 2,997

有形固定資産合計 9,207,552 8,935,989

無形固定資産 142,219 130,010

投資その他の資産   

その他 2,321,415 2,319,203

貸倒引当金 △5,250 △5,250

投資その他の資産合計 2,316,165 2,313,953

固定資産合計 11,665,936 11,379,952

資産合計 27,470,433 28,511,670

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 922,666 977,491

１年内返済予定の長期借入金 239,880 239,880

未払金 952,012 680,359

未払法人税等 908,371 1,045,942

賞与引当金 767,274 815,426

その他 830,216 895,427

流動負債合計 4,620,419 4,654,525

固定負債   

長期借入金 485,980 366,040

退職給付に係る負債 1,815,031 1,865,151

その他 192,302 187,979

固定負債合計 2,493,313 2,419,170

負債合計 7,113,732 7,073,695
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,217,800 1,217,800

資本剰余金 1,323,161 1,323,161

利益剰余金 17,799,692 18,831,515

自己株式 △4,158 △4,685

株主資本合計 20,336,495 21,367,791

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,980 10,222

為替換算調整勘定 △6,118 39,238

退職給付に係る調整累計額 20,344 20,724

その他の包括利益累計額合計 20,206 70,184

純資産合計 20,356,701 21,437,975

負債純資産合計 27,470,433 28,511,670
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 11,958,758 20,099,935

売上原価 6,118,171 8,328,774

売上総利益 5,840,587 11,771,161

販売費及び一般管理費 ※ 7,258,828 ※ 8,940,831

営業利益又は営業損失（△） △1,418,241 2,830,330

営業外収益   

受取利息 77 64

受取配当金 2,366 3,440

受取地代家賃 26,726 25,873

助成金収入 889,520 177,209

その他 25,343 22,712

営業外収益合計 944,032 229,298

営業外費用   

支払利息 659 286

その他 5,982 4,331

営業外費用合計 6,641 4,617

経常利益又は経常損失（△） △480,850 3,055,011

特別利益   

固定資産売却益 309 190

関係会社清算益 － 2,277

特別利益合計 309 2,467

特別損失   

固定資産除却損 3,109 5,919

投資有価証券売却損 － 400

特別損失合計 3,109 6,319

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△483,650 3,051,159

法人税等 △201,055 1,056,702

四半期純利益又は四半期純損失（△） △282,595 1,994,457

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△282,595 1,994,457
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △282,595 1,994,457

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △243 4,242

為替換算調整勘定 2,722 45,356

退職給付に係る調整額 2,790 380

その他の包括利益合計 5,269 49,978

四半期包括利益 △277,326 2,044,435

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △277,326 2,044,435
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△483,650 3,051,159

減価償却費 599,648 551,472

貸倒引当金の増減額（△は減少） △527 37

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,695 48,152

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 57,701 50,697

受取利息及び受取配当金 △2,443 △3,504

支払利息 659 286

ポイント引当金の増減額（△は減少） △8,675 －

投資有価証券売却損益（△は益） － 400

固定資産売却損益（△は益） △309 △190

固定資産除却損 3,109 5,919

助成金収入 △889,520 △177,209

関係会社清算損益（△は益） － △2,277

売上債権の増減額（△は増加） 998,643 158,712

棚卸資産の増減額（△は増加） △201,262 △489,159

仕入債務の増減額（△は減少） △408,509 54,712

その他 134,497 △358,385

小計 △197,943 2,890,822

利息及び配当金の受取額 2,443 3,504

利息の支払額 △659 △286

助成金の受取額 930,071 191,049

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 219,509 △904,931

営業活動によるキャッシュ・フロー 953,421 2,180,158

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却による収入 － 600

有形固定資産の取得による支出 △215,827 △262,010

有形固定資産の売却による収入 2,727 3,701

無形固定資産の取得による支出 △9,291 △11,485

敷金及び保証金の差入による支出 △14,929 △8,252

敷金及び保証金の回収による収入 7,165 16,068

その他 △21,287 △40,946

投資活動によるキャッシュ・フロー △251,442 △302,324

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △119,940 △119,940

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,222 △1,222

自己株式の取得による支出 △306 △527

配当金の支払額 △933,580 △933,579

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,055,048 △1,055,268

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,522 8,688

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △349,547 831,254

現金及び現金同等物の期首残高 7,309,405 9,912,584

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,959,858 ※ 10,743,838
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、Honey Sucrey Limitedを連結の範囲から除いております。

（連結の範囲から除いた理由）

　第１四半期連結会計期間において清算手続中であったHoney Sucrey Limitedは、総資産、売上高、当期純利益

及び利益剰余金等から見て、連結の範囲から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体とし

て重要性がないため、連結の範囲から除外しております。なお、当該会社は、当第２四半期連結会計期間におい

て清算結了いたしました。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　当第２四半期連結累計期間においては、前連結会計年度の有価証券報告書の「重要な会計上の見積り」に記載

した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定について、重要な変更はありま

せん。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

（当座貸越契約）

　当社及び連結子会社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間末における当座貸越契約に係る借入未実行残高は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

当座貸越極度額の総額 7,800,000千円 7,800,000千円

借入実行残高 － －

差引額 7,800,000千円 7,800,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

　前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

従業員給料・賞与 2,289,089千円 2,319,034千円

貸倒引当金繰入額 △47 37

賞与引当金繰入額 387,184 509,935

退職給付費用 72,572 45,691
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 6,959,858千円 10,743,838千円

現金及び現金同等物 6,959,858 10,743,838

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月22日

定時株主総会
普通株式 933,580 30.00 2021年３月31日 2021年６月23日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 933,579 30.00 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

 シュクレイ ケイシイシイ 寿製菓・但馬寿 販売子会社
九十九島

グループ
計

売上高       

外部顧客への売上高 4,132,725 4,007,810 1,664,216 1,124,902 810,339 11,739,992

セグメント間の内部売

上高又は振替高
124,640 99,104 744,084 13,377 233,081 1,214,286

計 4,257,365 4,106,914 2,408,300 1,138,279 1,043,420 12,954,278

セグメント利益（△は

損失）
△402,597 △274,746 △316,700 △191,513 △392,318 △1,577,874

 

     

 
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損益

計算書計上額(注)3

売上高     

外部顧客への売上高 218,766 11,958,758 － 11,958,758

セグメント間の内部売

上高又は振替高
412 1,214,698 △1,214,698 －

計 219,178 13,173,456 △1,214,698 11,958,758

セグメント利益（△は

損失）
3,787 △1,574,087 155,846 △1,418,241

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業及び健康食品

事業並びに海外（台湾及び香港）における菓子事業が含まれております。なお、香港事業は、現在、清算手

続中であります。

２．セグメント利益（△は損失）の調整額155,846千円は、当社とセグメントとの内部取引消去額414,746千

円、セグメント間取引消去額4,969千円、棚卸資産の調整額1,327千円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△265,196千円であります。全社費用は主に提出会社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．セグメント利益（△は損失）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

 シュクレイ ケイシイシイ 寿製菓・但馬寿 販売子会社
九十九島

グループ
計

売上高       

外部顧客への売上高 7,783,728 5,321,324 3,022,091 2,266,744 1,380,363 19,774,250

セグメント間の内部売

上高又は振替高
218,515 214,341 1,368,235 22,355 466,816 2,290,262

計 8,002,243 5,535,665 4,390,326 2,289,099 1,847,179 22,064,512

セグメント利益（△は

損失）
1,223,283 450,713 628,071 132,236 △1,497 2,432,806

 

     

 
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損益

計算書計上額(注)3

売上高     

外部顧客への売上高 325,685 20,099,935 － 20,099,935

セグメント間の内部売

上高又は振替高
213 2,290,475 △2,290,475 －

計 325,898 22,390,410 △2,290,475 20,099,935

セグメント利益（△は

損失）
35,978 2,468,784 361,546 2,830,330

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、損害保険代理業、健康食

品事業、並びに海外（台湾）における菓子事業が含まれております。なお、前連結会計年度まで「その他」

のセグメントに含まれ、第１四半期連結会計期間において清算手続中であった香港事業会社Honey Sucrey

Limitedは、総資産、売上高、当期純利益及び利益剰余金等から見て、連結の範囲から除いても連結財務諸表

に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として重要性がないため、連結の範囲から除外しております。（当

該事業会社は、当第２四半期連結会計期間において清算結了いたしました。）

２．セグメント利益（△は損失）の調整額361,546千円は、当社とセグメントとの内部取引消去額673,060千

円、セグメント間取引消去額5,218千円、棚卸資産の調整額△34,353千円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△282,379千円であります。全社費用は主に提出会社におけるグループ管理に係る費用でありま

す。

３．セグメント利益（△は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

 

 

 

報告セグメント
その他

（注)１
合計シュク

レイ

ケイシイ

シイ

寿製菓・

但馬寿

販売

子会社

九十九島

グループ
計

国内卸売（注）2 663,102 215,117 1,344,209 833,725 346,250 3,402,403 27,091 3,429,494

国内小売 2,917,940 1,709,757 197,504 155,837 432,207 5,413,245 － 5,413,245

通信販売 398,254 1,622,201 122,503 135,340 31,603 2,309,901 4,136 2,314,037

その他 － － － － － － 2,226 2,226

国内計 3,979,296 3,547,075 1,664,216 1,124,902 810,060 11,125,549 33,453 11,159,002

海外卸売（注）2 153,429 460,735 － － 279 614,443 － 614,443

海外小売 － － － － － － 185,313 185,313

海外計 153,429 460,735 － － 279 614,443 185,313 799,756

顧客との契約から

生じる収益
4,132,725 4,007,810 1,664,216 1,124,902 810,339 11,739,992 218,766 11,958,758

外部顧客への売上

高
4,132,725 4,007,810 1,664,216 1,124,902 810,339 11,739,992 218,766 11,958,758

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、損害保険代理業、健康食

品事業、並びに海外（台湾及び香港）における菓子事業が含まれております。なお、香港事業は、現在、清

算手続中であります。

２．フランチャイズ契約によるロイヤルティ収入は国内卸売及び海外卸売の区分に含めております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）

 

 

 

報告セグメント
その他

（注)１
合計シュク

レイ

ケイシイ

シイ

寿製菓・

但馬寿

販売

子会社

九十九島

グループ
計

国内卸売（注）2 1,486,011 362,309 2,635,377 1,803,271 672,879 6,959,847 25,601 6,985,448

国内小売 5,485,870 3,253,561 271,338 313,209 665,512 9,989,490 － 9,989,490

通信販売 553,488 1,438,060 115,376 150,264 41,494 2,298,682 3,067 2,301,749

その他 － － － － － － 2,120 2,120

国内計 7,525,369 5,053,930 3,022,091 2,266,744 1,379,885 19,248,019 30,788 19,278,807

海外卸売（注）2 258,359 267,394 － － 478 526,231 － 526,231

海外小売 － － － － － － 294,897 294,897

海外計 258,359 267,394 － － 478 526,231 294,897 821,128

顧客との契約から

生じる収益
7,783,728 5,321,324 3,022,091 2,266,744 1,380,363 19,774,250 325,685 20,099,935

外部顧客への売上

高
7,783,728 5,321,324 3,022,091 2,266,744 1,380,363 19,774,250 325,685 20,099,935

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、損害保険代理業、健康食

品事業、並びに海外（台湾）における菓子事業が含まれております。なお、前連結会計年度まで「その

他」のセグメントに含まれ、第１四半期連結会計期間において清算手続中であった香港事業会社Honey

Sucrey Limitedは、総資産、売上高、当期純利益及び利益剰余金等から見て、連結の範囲から除いても

連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として重要性がないため、連結の範囲から除外し

ております。（当該事業会社は、当第２四半期連結会計期間において清算結了いたしました。）

２．フランチャイズ契約によるロイヤルティ収入は国内卸売及び海外卸売の区分に含めております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純

損失（△）
△9円08銭 64円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△） （千円）
△282,595 1,994,457

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）

△282,595 1,994,457

普通株式の期中平均株式数（株） 31,119,331 31,119,280

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2022年11月11日

寿スピリッツ株式会社

取締役会　御中

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 東京事務所  

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 水野　雅史

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 古川　譲二

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている寿スピリッツ株式

会社の2022年4月1日から2023年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月30日

まで）及び第2四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、寿スピリッツ株式会社及び連結子会社の2022年9月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

 

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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